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　このたびは、信州フィールド科学賞を頂き大変ありが
とうございました。関係者の皆さま、これまでの研究を
支えて下さった方々にこの場を借りてお礼申し上げます。
　私は博士課程進学以来、野外観測に出かけてはデータ
を取得してきて、研究室で解析を行うという研究を続け
てきました。一言で表現するならば、「火山に登り地磁
気や電気を測定する」というものです。時には電線を
10 km近く火山の地表に這わせたり、40 kgの機材を運
び、穴を掘って地中に埋めたりして測定を繰り返してき
ました。こうした調査を行っていますと、登山者に何を
やっているのか何度も質問されます。その度「電気や地
磁気で地下 30 kmぐらいまでの水やマグマが分かるの
です」と答えるのですが、実際は散々測定して、ぼんや
り見えてくる程度であることが多いのです。
　少し専門的になりますが、私のやっている 2種類の物
理探査について説明いたします。1つは地下で水が動く
と電流が発生するという原理を生かして地下水の動きを
推定する自然電位探査です。もう 1つは地磁気の変動
と、それにより誘導される電流の関係を調べることで地
下の電気比抵抗の構造を求めるMT探査です。熱水や
マグマなどは電気を流しやすいため、こうした情報から
火山地下の状態を探ります。何らかの結果が得られます
と、地震波や地殻変動、火山ガスなど別の手法を用いて
研究されている方とも必ず議論して、出来るだけ矛盾の
ない解釈を得ようと努力します。多くの手法で得意不得
意を生かしながら協力して結論を導いていくのが、火山
研究の面白いところと言えます。
　私はこれまで、富士山、桜島、浅間山、岩手山、岩木
山、栗駒山、吾妻山、那須山、男体山、日光白根山、榛
名山、三宅島など様々な火山で調査を行ってきました。
多くの火山で研究を行ってきて、まず 1つ気づいたこと
は、一見均質に見える火山でも、場所によってその内部
が全く違うことです。例えば、電気がほとんど流れてい
ない斜面と、マイナスの電位異常が存在している斜面が
あることが分かりました。電気が流れていない斜面に
は、噴気や温泉があり、地上に河川があります。一方そ
うでない斜面には噴気や温泉、河川もありません。地下
の電気比抵抗構造は地表の電気の流れと良い対応があり
ました。こうした関係を総合的に説明するため、火山浅
部の電気を流し易い部分の最上部は、熱水変質による粘
土化が激しくなっている部分であると考え、地下水の流

れを定量的にモデル化しました。火山活動は、噴火前に
上昇してきたマグマと地下水との出会い方によって大き
く変わると考えられているため、得られた結果は火山活
動の予測をする上で重要な基礎データでとなります。そ
の他に私が行った研究では、浅間山と岩手山では現在の
マグマが、深さ数 kmにある古く冷え固まったマグマ体
を避けて上昇しているというアイディアを提示し、富士
山では深部低周波地震が起きている深さ 15 kmより深
部に、活動中のマグマ溜りがあることを推定しました。
最近ではMT連続観測による桜島火山の活動予測にも
挑戦しています。
　火山は何と言っても噴火や噴気、温泉など表面に見え
る活動が面白いです。例えば深夜に静寂の中、赤い溶岩
が吹き上がり、ばらばらと落ちてくるような噴火を目撃
してしまうと、マグマの起源や噴火のメカニズムについ
て考えざるを得ません。また、調査があまりに寒いとき
などは噴気帯に行って暖をとったりもしますが、その度
に火山のエネルギーについて考えたりします。実際に山
に登り、自然を体験するということは、研究対象を捉え
るのに有効だと思いますし、何より面白くて、研究を続
けるエネルギーとなります。
　火山に登ってのフィールド調査は、リモートセンシン
グ技術の発達した現在においても最も有効な観測手段で
しょう。火山活動の最前線である火口に、研究者が一歩
でも近づくことで、これまで見過ごされてきた現象を新
たに発見することが出来ると信じています。

火山に登って考える地下の水とマグマ
　―地電位や地磁気の測定から―

「信州フィールド科学賞」受賞　 　　　　　　
東京大学地震研究所火山噴火予知研究センター

相　澤　広　記
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写真　夜間の桜島南岳火口噴火と火山雷
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　この度は信州フィールド科学奨励賞をいただくことが
でき、大変光栄に思っています。
　私の研究は秩父多摩甲斐、八ヶ岳、南アルプス地域の
山地帯、亜高山帯草原においてニホンジカが植生に与え
る影響の一端を、追跡調査を行うことにより明らかにし
たものです。その中で、植物種の組成の変化の大きさは
ニホンジカの行動パターンに規定されるところが大きい
ことがわかりました。そしてこの結果から、ニホンジカ
の影響が強くなるにしたがって、草原に生育する種の数
が増加傾向から減少に転じ、遷移に関しては停滞、退
行、進行の順に推移する可能性が示唆されました。この
ように、ニホンジカの影響の大きさが異なると、草原植
生が受ける影響もそれに応じて異なってくることが明ら
かになりました。
　そしてもうひとつ、フィールドで調査を行うにつれて
発見したことは、どんどん草原性種を好きになっていく
私自身がいたということです。草原性種の花と、それら
によって彩られたのびやかな草原景観の美しさもさるこ
とながら、それらの種が氷河期に大陸からもたらされた
種であり、意図せずして人の営みによって存続してきた
という歴史的、文化的なあり方にも大変な魅力を感じる
ようになっていったのです。
　しかしながら、一方でこれらの草原が大変危機的な状
況に陥っていることが今回の調査で分かってきたのもま
た事実です。まず、20数年前に研究室の卒業生の方が
調査された地点を再び私が追跡調査に行ってみると、そ
こには別荘地開発などによって植生自体が消失していた
り、管理放棄によってアカマツ林に遷移していたことが
ありました。このような状況下で現存する草原植生を調
査してみると、そこには影響の大小こそあれ、近年密度
増加、分布拡大したニホンジカによる食害が認められま
す。ニホンジカは優先順位をつけて植物を採食するの
で、どの地域においても一定の生態的な特徴を有する種
が一貫して消失、あるいは減少してしまいます。そして
それらの種のほとんどは夏から秋に花をつけるマツムシ
ソウ、セイタカトウヒレンなどの草原景観を彩る高茎草
本種だったのです。
　ではこれらの草原性種を保全するためにどうしたらよ
いのかと考えたときに、草原植生が森林植生と比較して

特異な存在であるということが浮かび上がってきます。
すなわち、日本における草原は、森林と違って、火入れ
や刈り取りなどの人為的管理を加えなくては維持出来ま
せん。しかし人の生活の変化によって管理が放棄された
草原が多くあるのが現状です。ニホンジカの影響を応急
的に低減させる方法に植生を柵で囲う方法があります
が、この柵を管理放棄された草原に設置するとどうなる
か。おそらく柵の中では遷移の進行という、不可逆的な
変化が起きると考えられます。特に今回の研究結果であ
る、ニホンジカの影響が強くなるにしたがい遷移が停滞、
退行、進行の順に推移するということからも、ニホンジ
カの影響をある程度受けてしまった草原ではこの遷移の
進行がより加速的に進行し、在来草本群落からかえって
遠ざかってしまう恐れがあると考えられます。そのため
にも、草原群落の保全のためには、より早期にニホンジ
カの影響を低減させなくてはならないと考えられます。
　このような日本の草原を取り巻く危機的状況を、長野
県の多くの人に発信したいと思い、今回信州フィールド
科学賞に応募させていただいた次第です。なぜなら私は
長野県をしばしば訪れ、その美しい自然が大好きになっ
たからです。その自然を残したい、残してほしいと思う
からです。現在修士課程において取り組んでいる研究の
テーマは「森林林床植生と草原植生のニホンジカの影響
に対する反応の違い」であり、長野県を含む広域な範囲
で調査を行っています。同時に、「人―植生―ニホンジ
カの相互関係の変化」という観点から、草原性種の生育
の現況について今後も研究を進めたいと考えています。
　そして最後になりましたが、このような調査研究を行
うにあたり、たくさんの方の助けをいただいたことを明
記いたします。私の研究は追跡調査であり、まず追跡調
査できるかたちで過去の調査のデータを残してくださっ
た植生管理学研究室の先輩方がいらっしゃって初めて成
立する研究でした。そして研究に対して的確な助言をく
ださった指導教員である星野義延先生をはじめとして福
嶋司先生、吉川正人先生、大橋春香さん、調査を手伝っ
てくれた研究室のメンバーのおかげで研究を遂行するこ
とが出来ました。これらの方々や、貴重な情報を提供し
てくださった多くの方々、そして陰ながら支えてくれた
家族にここに感謝の意を示したいと思います。

❸

日本の半自然草原について思うこと
　―人とニホンジカとの関係から―

「信州フィールド科学奨励賞Ⅱ種（卒業論文）」受賞
東京農工大学農学府自然環境保全学専攻

大　津　千　晶



　地下のマグマが地表へと上昇を開始したとき、マグマ
本体よりも先に、火山ガスが地表面へ到達することがあ
る。これは、火山ガスや地熱活動の異常などの噴火前兆
現象として認識されるだろう。すなわち、活動的火山の
火口における温度観測は、きたる噴火前兆をいち早く察
知し、住民や観光客の生命を守るという意義を有する。
　しかし、険しい地形、厳しい気象条件下の山岳地域に
あって、自動温度観測を行うことは容易ではない。例え
ば、阿蘇火山中岳（標高 1506m）の活動火口は熱湯で
満たされた火口湖になっており、「湯だまり」と呼ばれ
る（図 1）。湯だまりの水温は 70℃前後、湖水の pHは
0前後という、地球上稀に見る極端な環境である。しか
も、高さ 120 - 150mの絶壁に囲まれ、接近できない。
　そのような背景のもと、著者らは湯だまりで水温観測
を行う技術の開発に取り組んできた。課題は 2つあり、
⑴過酷な条件に耐える観測システムを開発すること、
⑵装置を湖面に設置する方法を確立することである。
⑴観測システムの開発
　腐食性の火山ガスに晒される現場において、吸湿剤な
どを用いた耐ガス対策を 2006年から試行錯誤した。そ
の結果、火山ガスに関する課題はほぼ克服された。
　水温観測を行うにあたり、温度計を収めたブイを浮か
べ、無線でデータを回収することにした。そこで 2007
年度は、通信装置を湖面付近まで一時的に降ろすなどし
て、通信テストを繰り返した。
　翌 2008年度は火口縁に無線中継局を開設し、火口西
駅（図 1）で自動受信するシステムを構築した。データ

は、無線 LANでサーバへ送られ、気象補正計算を行う
ほか、インターネットを介して地元自治体などが閲覧す
ることも可能である。
　さらに、高温、強酸性から温度測定装置を守り、かつ
軽量で強固な専用ブイを開発した。ブイは高発泡度発泡
スチロール製で、特殊なウレタンで被覆している。セン
サも、特殊な樹脂を用いて強酸から保護している。
⑵設置方法の確立
　火口湖に架線し、滑車を用いて装置を重力降下させる
ことにした。様々な重量の重石を用いてテストした結果、
この方法で数 kgの物体を降下できることを確認した。
　ただし、水深 15mの湖底に係留するための、錨とブ
イとをつなぐ固定用ロープが、ブイ降下時の障害とな
る。そこで、係留ロープを紙紐で束ねることとした。ブ
イが着水後、紙紐は湖水で自然溶解し、錨は湖底へ降下
する。実験に基づき、空中で十分な強度を有し、着水か
ら 10分程度で溶解する紙紐を選定した。
　これらの工夫に基づき、2008年から 3回にわたり水
温ブイ設置を試み、いずれも機器設置とデータ送信に成
功した（図 2）。
　本観測によって、数日周期の水温変動の存在など、
様々な知見が得られている。また、新たに開発した数値
モデルにより、水温変動の詳細を再現することも可能に
なりつつある（図 2）。計算値と実測値を比較すること
で、噴火前に起きるであろう温度異常を検出することを
期待している。

山岳地域での火山観測
　―阿蘇火山火口湖「湯だまり」での水温観測―

東京工業大学草津白根火山観測所

寺　田　暁　彦
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図 1　阿蘇火山中岳の火口湖「湯だまり」の空撮画像。
　　 吉川　慎氏（京都大学）撮影。

図 2　（左）設置作業。
（下）水温観測値（OBS）
と、モデルに基づき 5通り
を計算した水温（CAL）。
両者を比較することで、
水温異常を検知できる。
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　火口湖湯釜は群馬県北部草津白根山の山頂に位置す
る。その水質は火山活動を反映し変化してきた。小坂丈
予博士等による継続的な観測は 1966年から始まり、
1988年以降は東京工業大学火山流体研究センターが引
き継いでいる。2005年に至るまでの 40年間の水質変化
に基くと火山活動は主に 3つの期間に区分できる。
　第Ｉ期：1966年から 1981年に至る期間で、水温は比
較的低く、Cl－、SO4

2－濃度は初期で高く、緩やかに低下
した。この変化は、冷却しつつあるマグマを取り囲むよ
うに「シーリングゾーン」発達していたことで説明でき
る（注：シーリングゾーンとは、熱水から沈殿する鉱物
（明礬石、石膏、硬石膏、黄鉄鉱など）が集中的に形成
される領域のことを示し、熱水の通路となる地殻内の亀
裂を充填し、マグマから放出される熱流体の発散を阻害
すると考えられている）。
　第Ⅱ期：1982年から 1989年に至る期間で、1982、83
年には湯釜火口内で水蒸気爆発が発生した。噴火に伴
い、多数の火山性地震が観測された。水温は第Ⅰ期に比
べて上昇した。噴火直後に湖水の SO4

2－濃度と陽イオン
濃度が急増したが、Cl－濃度には殆ど変化が見られなか
った。噴火に伴う水質の変化は、マグマを取り囲む高温
の岩石と地下水が接触したこと、シーリングゾーンを形
成する鉱物が再溶解したこと、シーリングゾーン内に蓄
積されていた SO2ガスが放出され火口湖に注入したこ
とで説明できる。
　第Ⅲ期：1990年から 2005年に至る期間で、1990年に
火山性地震が頻発し、ほぼ同期して湖水の Cl－濃度が急
激に上昇した。湖水の pHはこの変化に平行して低下し
た。一方で湖水の SO4

2－濃度はほぼ一定であった。水温

は第Ⅱ期に引き続き高い状態が継続した。噴火は発生し
なかった。火口の直下で磁化率が低下する変化が観測さ
れ、その変化量は 1982 ‒ 83年噴火時の変化よりもはる
かに大きかった。これらの変化は、地下水が比較的ゆっ
くりとマグマを取り囲む高温の岩石の領域に侵入し、岩
石に含まれる塩化物イオンが HClの形で熱水に供給さ
れ、湖水に運ばれたとして説明できる。同時に大量の熱
が火口湖下部に輸送された。地下水と接触した高温の岩
石は、先の 1982、83年の噴火で硫黄成分を放出してい
たと推定される。そのために湖水の SO4

2－濃度は殆ど増
加しなかった。
　草津白根山の地下に存在するマグマは、第Ⅰ、Ⅱ期
で、硫黄成分を放出したが、それに引き続く第Ⅲ期では
主に塩化物を放出した。これらの成分はマグマに含まれ
る典型的な揮発性成分であり、草津白根山のマグマは揮
発性成分を“差動的に脱ガス”したと言える（注：揮発
性成分とは、マグマに含まれる成分のなかでマグマの温
度において気体である成分のことを指す。具体的には、
H2O、CO2、SO2、H2S、HCl、HF、H2、CH4希ガス等）。
差動的脱ガスは 1990年から 1995年にかけて継続した雲
仙普賢岳でも観測されている。雲仙普賢岳の溶岩ドーム
の西側の付け根で放出していた高温の火山ガスは硫黄成
分に富んでおり、地下 4 kmの深さでマグマから脱ガス
した。これに対し、溶岩ドーム全体から放出されていた
火山ガスは相対的に HClに富み、ドーム直下あるいは
ほぼ大気圧下で脱ガスしていたと考えられる。差動的脱
ガスの考え方は、火山活動を地球化学的に研究する上で
基本的な原理として利用できるだろう。

草津白根山火口湖湯釜：
　フィールド観測から明らかになってきた火山熱水系の仕組み

東京工業大学火山流体研究センター

大　場　　　武
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写真　火口湖「湯釜」（2009 年 11 月 10 日撮影）
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　清水川は、梓川の一支流である。河童橋の 50m上流
の左岸に流入するこの川は、上高地の観光施設を支える
上水道水源でもある。全長わずか 300m、清冽な流れは
年間通じて 6℃の水温を示し、上高地の年間平均気温に
ほぼ等しい。清水橋（写真 1）での流量は、降水の多少
や季節にほとんど影響されず毎秒約 1トンの流量を示す。

　清水橋から流れをたどると、源流部に設置された帝国
ホテルの取水堰を境に流水はパタリと途絶え、供給源は
湧水であることがわかる（写真 2）。主な湧水は写真 2
の右側、左岸の岩屑斜面末端に集中しており、六百山北
麓に湧く地下水であることを示している。忽然と川が出
現する！　おそらく誰もが抱く現地での印象である。

　この地下水はどこからやってくるのだろうか？
　以下に続く仮定計算にお付き合い頂きたい。毎秒 1ト
ンの流量を基に計算すると、1× 3600秒× 24時間×
365日で、年間では 3154万トンの流量となる。次に清
水川と隣接する沢の流域との分水界を描いて流域（集
水）面積を求め、降水量をもとに地下に浸透する水量を
算出して、年間流量との比較をしてみよう。清水川の流
域面積はおよそ 15万平米で、年間降水量 2200mm（信
濃川河川管理事務所による上高地の平均降水量データ）
の 7割（1.54m厚の水）が地下に浸透したとしても
1.54× 15万平米で、年間 23万トン程度にしかならな
い。上で計算した年間流量 3154万トンは、なんとその
137倍にあたり、この流量は約 20平方キロの集水域が
ないと説明できないのである。これは何を意味している
のだろうか？
　六百山周辺の全ての地下浸透水が、清水川に集中する
ような地下構造が隠されているのであろうか？　おそら
くは地下にある断層破砕帯を通じて、隣接流域からの地
下水が供給される秘密の通路が隠されていると推定され
る。流水の地化学的調査を行えば、清水川の起源につい
て一定の制約条件を与えると期待される。いやそれにし
ても、清水川は謎に満ちた流れである。上高地の大きな
謎の一つといえるだろう。
　清水川の流量調査（写真 3）は、20年度まで山岳科
学総合研究所の研究員をされた田中基樹氏の全面的協力
を得て、昨年 10月末に行われた。同氏に心より御礼申
し上げる。

上高地物語
　―その 11「清水川の不思議」

山岳基礎科学部門

原　山　　　智

写真 1　 ビジターセンターの手前清水橋から望む清水川 ｡水面下に
は冷たい清流環境下で生育するバイカモが繁茂している。

写真 3　 流量調査風景。源流部（写真 2）からわずか下流 30 mの
地点で、すでに 671リットル／秒の流量を示す。

写真 2　 清水川源流部の取水施設。人物の周辺から水が多量に湧
出している。施設右手の石で組んだ取水堰より上は静水
域となり、10 mほど上流で水は途絶える。
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　11 月 28 日㈯に松本市のまつもと市民芸術館にて、第 6回地球研地域連携セミナーMATSUMOTO「山・ひと・
自然―厳しい自然を豊かに生きる―」を開催いたしました。
　松本市長の菅谷昭様、信州大学長の山沢清人先生の開会挨拶で始まり、総合地球環境学研究所の窪田順平先生か
ら趣旨説明のご講演がありました。
　続いて総合地球環境学研究所の奥宮先生より「ヒマラヤに生きる―生老
病死と環境―」、信州大学人文学部の笹本先生より「信仰から見た山と人
間の関わり」、同農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター
の中村先生より「安曇野のオオルリシジミ―チョウが舞う里山の再生―」、
松本市医師会長の須澤先生より「地域の暮らしと環境の関わりからみた医
療―松本市医師会の取り組み―」というテーマでご講演いただきました。

引き続き、ご講演いただいた 5 名
に松本市副市長の坪田様が加わり、
総合地球環境学研究所の阿部先生と当研究所長の鈴木が進行役を務めパネ
ルディスカッションが行われました。先ず、坪田副市長に松本市の取り組
みについてご説明いただき、次いで講演内容に関する会場からの質問を交
えて、豊かに生きるとは何か、そのためにはどうすればよいのかなどをパ
ネリストで議論し、とても有意義
なパネルディスカッションとなり
ました。

　最後は総合地球環境学研究所長の立本先生の閉会挨拶で幕を閉じました。
　会場となった市民芸術館主ホールの入口にはパネル展示をいたしまし
た。総合地球環境学研究所の紹介、松本市の紹介、当研究所の紹介を展示
いたしました。
　多くの皆様にお越しいただき、ありがとうございました。

第 6回地球研地域連携セミナーMATSUMOTO「山・ひと・自然―厳しい自然を豊かに生きる―」の報告

　山岳科学ブックレットの第 2弾、第 3弾を発刊いたしました。
　第 2弾となりました、「雪と氷の世界から届いた地球温暖化の話」は当研究所長鈴木啓助が執筆いたしました。

　全世界の問題となっている地球温暖化。この本では、地球温暖化の仕組み、地球規
模での環境変動、信州の環境変動にわけてとてもわかりやすく解説しております。
　これから冬本番を迎え、「このまま地球温暖化が進むと雪が降らなくなるのでは…」
と心配してしまいますが、本当にそうなのでしょうか？
　空から降る雪を眺めながらこの本で、雪と氷という点から地球温暖化について考え
てみませんか。
　また、第 3弾「山と自然に魅せられて―研究の現場から未来への提言―」は、11 月
28 日に開催いたしましたセミナーに合わせて、約 8カ月の
間、総合地球環境学研究所と一緒に中日新聞に掲載してき
た連載記事「山ひと自然―研究の現場から―」を 1冊の本
にまとめました。
　「森と水の生態系、人とのつながり」、「山と人々の暮ら
し・文化」、「信州の大地のすがた」の 3つの視点から、31

人の研究者がそれぞれの研究をもとに、環境問題の現状や課題を紹介し、未来のため
に何が必要かを考えています。
　長野県内の書店または長野県外の主要書店にてお買い求めいただけます。（税込定価
980 円）
　お求めに関するお問い合わせは、オフィスエム（電話番号 026-237-8100）へお願い
いたします。

山岳科学ブックレットNo.2「雪と氷の世界から届いた地球温暖化の話」および
No.3「山と自然に魅せられて―研究の現場から未来への提言―」刊行のお知らせ
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林野庁中信森林管理署と連携・協力に関する協定を結びました。

山岳科学総合研究所は、林野庁中信森林管理署と北アルプスを中心とする国有林における連携・協力について協

定を締結しました。大学と森林管理署が協定を結ぶのは、全国で２例目です。

この協定の目的は、両機関の管理区域・施設を相互活用する中で、森林及び山岳分野にかかる研究教育、技術開

発等の相互協力が可能な事項について具体的な連携・協力を効果的に両機関が図り学術の振興及び環境保全の発揮

に寄与するとともに、地域に貢献することです。

具体的な実施事項は、

・共同研究の推進

・両者の管理区域・施設の相互活用

・技術開発、試験研究等に係る指導及び助言

・人材育成の推進及び相互支援

・情報交換・情報発信の相互支援及び共同実施

・その他、本協定の目的遂行上必要事項 です。

山岳科学総合研究所では、５月に白馬村の北アルプ

ス白馬岳で発生した山火事について中信森林管理署と

合同で調査を始めています。ライチョウやチョウへの

影響については、すでに調査を開始しており、今後は

ハイマツが燃えたことによる土砂災害や冬場の土壌凍

結への影響についても調査をする予定です。

今回の連携・協力に関する協定を結んだことで、より一層研究教育に励んで行きたいと思います。

表紙の写真：ヒマラヤひだの峰、ガンチェンポ （６３８７m）
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山岳科学総合研究所の事務員になってから１か月半が過ぎました。
私の山の思い出と言ったら、高校生の時３年間毎年あった強制登山です。

（欠席すると追登山まで�）海なし県長野（一部地域限定？）ならではの行事
なのですが、私はこの登山の時期がくると本当に憂鬱でした。それ以来、山に
登ることはなかったのですが、研究所のみなさんが楽しそうにフィールドへ出
かける様子を見ていると、山っていいのかも�と思う今日この頃です。（あ）

７月２７日に林野庁中信森林管理署（松本市）において、協定書の調
印式が行われました。

　11 月 27 日㈮に松本市の中信森林管理署にて、2回目の白馬岳山火事跡地調査報告会が行われました。
　今年の 5月に白馬村の北アルプス白馬岳で発生した山火事についての調査を、当研究所が中信森林管理署より委
託され、6月より、植生回復調査、地形・地質調査、高山蝶の影響調査、ライチョウの影響調査をして参りまし
た。それぞれの研究者より調査結果を発表させていただきました。
　植生回復調査については山岳基礎科学部門の高橋より、ハイマツの焼失面積がそれほど大きくなかったため、生
態系への影響は限定的であろう。今後は焼失したハイマツがどのように回復していくかを長期間観察していく必要
がある、との報告をいたしました。
　地形・地質調査については当研究所客員准教授の苅谷より、短
期的には問題はないがハイマツの枯死と裸地化が懸念される。登
山道への土砂流出については問題視する必要は当面ない、との報
告をいたしました。
　高山蝶の影響調査については地域環境共生学部門の中村寛志よ
り、山火事跡地に生息するベニヒカゲとクモマベニヒカゲを調査
し、幼虫と卵はほぼ全滅したと思われるが、山火事跡地の外から
チョウが入ってきており、来年には回復するとの見通しを報告い
たしました。
　ライチョウの影響調査については山岳基礎科学部門の中村浩志より、生息地帯の焼失面積が小さく、ライチョウ
のなわばり行動も回復していることから、影響はほとんどない、との報告をいたしました。
　この調査結果につきましては、報告書にまとめ中信森林管理署へ提出いたします。

第 2回白馬岳山火事跡地調査報告会の報告

第19号
2009年12月 9 日

表紙の写真：松本市安曇地区の炭焼き
　松本市安

あ

曇
づみ

地区（平成 17 年 3 月までは安曇村）は、梓川の上流域にある山村である。
　かつて、山村に住む人々は多様な生業を組み合わせて暮らしを立てていた。おもな生業は季節によっても変わる。昭
和 40年ごろまでの安曇村では、夏は養蚕、冬は炭焼きが代表的な生業であったという。コナラやミズナラを中心とす
る雑木林には、今でもあちこちに炭窯の跡が残る。
　安曇地区では、このところ、一度は消滅しかかった炭焼きとその技術を伝承しようとする動きがみられる。乗鞍高原
では、おもにミズナラを原木として白

しろ

炭
ずみ

を焼いている。稲
いね

核
こき

では、今年あらたに黒
くろ

炭
ずみ

の窯をつくり、炭焼き経験者の指
導を受けて、60 代の“若手”が炭焼きをはじめた。原木には、ナラのほか、ニセアカシアなども使われている。

写真　乗鞍高原の炭窯（左上）と炭出し（左下）。白炭は、真っ赤に焼けた炭を窯の外にかき出して消火する。
　　　 稲核の炭窯づくり（右上）と火入れ（右下）。あらたな炭窯を設けるにあたって、粘土を叩き締めて窯の天井をつく

る作業には、地元の住民が大勢参加した。
（松本市安曇資料館　山本信雄）

お詫びと訂正
　第 18 号の 7ページ写真 2はツチグリではなく、ヒメツチグリ
でした。ここにお詫びして訂正いたします。

　山岳科学総合研究所へお世話になって約半年。先月初めて上高地ステーシ
ョンに泊まりました。上高地の閉山祭へ参加させていただき、その後ステー
ションの冬準備をするため宿泊。学生さんも3名いて、新米主婦の私よりも手
際よく、そしてとってもおいしい夕食を作ってくれました。（私は後方支援で
す。）寒い、寒いと思っていたら、強風とともにたくさんの白いものが !!!　私
の今年の初雪は上高地でした。こんな風に書くとロマンチックですが、実際
は強風で運ばれた雪が顔にビシバシと当たりとても痛かったのです…。
　今年一年、山岳科学総合研究所の活動にご支援・ご協力をいただき、誠に
ありがとうございました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 （あ）


